例規制定概要書
１　対象例規と制定改廃の別
佐倉市建築基準法施行細則の一部改正
２　背景
本施行細則は、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）、千葉県建築基準法施行条例（昭和３６年千葉県条例第３９号）及び関係法令の施行に関し、市への手続や提出する書類の様式など必要な事項を定めているところ、令和４年６月１７日に公布された「脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部を改正する法律」（令和４年法律第６９号）において、法の一部が改正されました。
今回の改正により、制度変更の一つとして、既存建築物の省エネ改修を促進するため、省エネ改修などの工事に際して、高さ制限を超えることが建築物の構造上やむをえない場合に、高さの制限を超えることを可能とする特例許可制度が令和５年４月１日から創設されました。これを踏まえ、本施行細則の一部を改正します。
３　対応方針
（１）申請の際に建築基準法施行規則（昭和２５年建設省令第４０号）第１条の３第１項に規定する日影図を申請書に添付しなければならない許可として、上記特例許可制度に係る法第５５条第３項及び第５８条第２項の許可を、既存の規定に追加します。
（２）本施行細則で引用している法の条項のうち、今回の改正により項ずれを生じた部分を整理します。
（３）本施行細則の改正規定は、公布の日から施行することとします。
４　政策内容
法の改正により新たに創出された制度に係る規定を整備することにより、適正な建築行政につながります。
